
 

 

 
 
 

        四気＝川越中校訓「やる気 ほん気 こん気 げん気」 

初心忘るべからず 

 およそ 600 年前、能を大成した世阿弥（ぜあみ）は、能楽に

関するさまざまな文書を執筆していたことでも知られ、50 歳半

ばに書いた『花鏡（かきょう）』という伝書には「初心忘るべか

らず」という言葉を書き残しています。 

一般的に「はじめの志を忘れてはならない」という意味で使

われていますが、世阿弥が言う「初心」は「最初の志」に限ら

れてはいません。世阿弥は、人生の中にいくつもの初心がある

と言っています。若い時の初心、人生の時々の初心、そして老

後の初心。それらを忘れてはならないというのです。（NHK ﾃｷｽﾄ

View（『NHK100 分 de 名著』2014 年 1 月号より）一部抜粋） 

さて、先週５月２９日（月）から６月１６日（金）までの３

週間、本校卒業生である２名が教育実習のため母校に帰ってき

ました。１名は２年生社会科担当である稲葉教諭の、もう１名

は１年生家庭科担当である伊藤教諭の指導のもと、授業に臨ん

でいます。すでに実習を１週間終えましたが、保護者の皆様には、自己紹介

文を本号にて掲載し、教育実習生の紹介をいたします。この初々しい２名を

見つつ、私は、教育実習時、教諭採用時、そして、教頭や校長赴任時の初心

を忘れることなく、現在の川中生、本校教職員、保護者、地域の方々ととも

に、すばらしい川越中学校を創り上げてまいり

ます。 
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５月２９日から母校である川越中学校で教育実習をさせていた

だいています!!私は大学で歴史学を専攻し、部活動はバレーボール

をしています。大学では地元を離れていますが、再び川越町に戻り

生徒と関わることができて非常に嬉しく思います。 

 川越中学校の生徒の印象は、緊張している私にどの生徒も元気良

く大きな声で挨拶をして出迎えてくれたことです。全員がきちんと

挨拶できることに、とても素晴らしく思い感動しました。また、担

当教科である社会の授業では真剣な眼差しで学習する生徒の姿に

教師としてのやりがいを感じています。休み時間や部活動では積極

的に話しかけてくれたり、授業中とはまた違った一面を見せてくれ

たりと楽しい時間を共有できています。 

 ３週間というとても短い期間ですが、私自身も生徒と共に成長し

てける様に、また生徒のみなさんに『私が実習に来てくれて良かっ

た』と思ってもらえるよう精一杯努めていきたいと思います。 
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